
●令和７年９月定例会において修正可決された令和７年度一般会計
補正予算（第４号）に対する再議、また、同定例会において否決さ
れた令和７年度下水道事業会計補正予算（第2号）および損害賠償
の額を定めることについて（静渓ポンプ場建設（第21－1）工事の
工事請負契約の解除）を改めて審議

●令和７年９月定例会において修正可決された令和７年度一般会計
補正予算（第４号）に対する再議、また、同定例会において否決さ
れた令和７年度下水道事業会計補正予算（第2号）および損害賠償
の額を定めることについて（静渓ポンプ場建設（第21－1）工事の
工事請負契約の解除）を改めて審議

令和7年舞鶴市議会第1回臨時会は、10月15日から10月17日までの3日間開催されました。
9月定例会において、令和7年度一般会計補正予算（第4号）を修正可決したことに対して、市長

から再議の請求があり、その審議のために開催された令和7年舞鶴市議会第1回臨時会では、まず、
9月定例会と同じ議決（修正可決）とすることについて採決を行い、これを否決。続いて原案に
ついて審議し、賛成多数で本議案を原案のとおり可決しました。また、その他の2議案についても
審議した結果、賛成多数で原案のとおり可決しました。
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静渓ポンプ場整備の損害賠償に関わる審査の経過静渓ポンプ場整備の損害賠償に関わる審査の経過

〔10月９日〕

〔10月14日〕

〔10月15日〕

〔10月16日〕

〔10月17日〕

　静渓ポンプ場整備工事が発注者（舞鶴市）の都合により契約解除となったことに伴う損害賠償について、
あらためて審査しましたので、その経過を説明します。

市長が、9月定例会での議決（補正予算を修正可決
したこと）に異議があるとして再議請求

本会議における採決（議員全員による採決）の
結果、3議案とも原案のとおり可決

市長が、補正予算の再議のほか、9月定例会で否決
した損害賠償関連の2議案について改めて審議す
るための臨時会（令和7年舞鶴市議会第1回臨時
会）を招集

損害賠償関連の議案を付託された予算決算委員
会及び静渓ポンプ場整備に関する調査等特別委
員会においては、採決の結果、3議案とも賛成多
数で「原案のとおり可決すべきもの」と決定

9月定例会と同じ議決（修正可決）とすることにつ
いて採決した結果、否決され、あらためて原案の
審査をすることが決定

補正予算の議決に対する再議請求

臨時会を招集

本会議における再議の結論（議決）

議案を付託された委員会における結論

本会議における結論（議決）
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Ｑ　
損
害
賠
償
に
現
場
代
理
人
の
退
職
金

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
契
約
解
除

と
退
職
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
の

認
識
で
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
自
己
都
合
に
よ
る
退
職
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
工
事
休
止
期
間
中
に
お
け
る

退
職
金
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る
金
額
が
計

上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、

損
害
賠
償
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　
退
職
金
を
損
害
賠
償
と
し
て
認
め
る

こ
と
と
し
た
基
本
的
な
考
え
方
は
。

Ａ
退
職
金
の
額
を
、
工
事
期
間
中
の
日

数
で
按
分
し
た
退
職
金
の
一
部
で
あ
り
、

Ｊ
Ｖ
側
と
協
議
し
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た

額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
損
害
と
し
て
計
上

す
る
の
が
妥
当
と
判
断
し
た
。

Ｑ　
今
回
の
損
害
賠
償
は
、
施
工
協
議
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
工
事
の
費
用
で
、

実
費
精
算
と
同
じ
と
い
う
よ
う
な
答
弁
を

さ
れ
て
き
た
が
、
損
害
賠
償
と
し
て
の
予

算
計
上
で
あ
る
以
上
は
、
工
事
費
で
は
な

く
損
害
賠
償
と
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
を

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
通
常
で
あ
れ
ば
、
変
更
契
約
に
よ
っ

て
工
事
費
と
し
て
支
払
う
が
、
契
約
を
解

除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
害
賠
償
と
し

て
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
損
害
賠

償
と
し
て
の
審
査
と
な
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
お
り
、
議
会
や
市
民
の
皆
様
に
損

害
賠
償
と
し
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
、
内

容
を
精
査
し
た
上
で
、
国
土
交
通
省
の
基

準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
金
額
を
積

み
上
げ
て
い
る
。

予
算
決
算
委
員
会

今
西
克
己
議
員
は
、
令
和
７

年
舞
鶴
市
議
会
９
月
定
例
会
で

議
決
し
た
事
務
検
査
に
お
い
て

提
出
さ
れ
た
非
公
開
資
料
に
つ

い
て
、
舞
鶴
市
役
所
庁
舎
内
の

指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
へ
の
持

ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
資
料
の
一
部
が

自
宅
で
発
見
さ
れ
た
。

　

当
該
資
料
の
取
扱
い
は
、
予

算
決
算
委
員
会
静
渓
ポ
ン
プ
場

整
備
に
関
す
る
分
科
会
に
お
い

て
確
認
さ
れ
た
取
り
決
め
が
あ

り
、
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
へ

の
持
ち
出
し
は
、
こ
の
取
り
決

め
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
該
資
料
は
、
秘
密

会
に
お
い
て
使
用
し
た
資
料
で

あ
り
、
舞
鶴
市
議
会
会
議
規
則

第
１
１
３
条
に
規
定
す
る
秘
密

の
保
持
に
対
す
る
違
反
と
同
等

の
行
為
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
３
４
条
第

１
項
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治

法
並
び
に
会
議
規
則
及
び
委
員

会
に
関
す
る
条
例
に
違
反
し
た

議
員
は
、
懲
罰
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
で
あ

る
。

　

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
に

お
い
て
議
員
発
議
し
、
可
決
し

た
懲
罰
動
議
は
次
の
と
お
り
で

す
。今

西
克
己
議
員
に
対
す
る

懲
罰
動
議

※

本
動
議
を
受
け
懲
罰
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
の

協
議
を
経
て
本
会
議
に
お
い
て

７
日
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
が

決
定
さ
れ
た
。

　

令
和
７
年
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、舞
鶴
市
議
会
議
員
に
よ
る

秘
密
の
保
持
に
関
す
る
不
適
切

な
事
案
が
２
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

秘
密
の
保
持
は
議
員
と
し
て

最
も
基
本
的
な
責
務
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
立
て
続
け
に

こ
の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
し
た

こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

議
長
と
し
て
そ
の
責
任
を
重
く

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
著
し

く
損
な
う
事
態
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
、市
議
会
を
代
表
し
、心
よ

り
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
該
事
態
へ
の
対
応
と
し
ま

し
て
は
、
舞
鶴
市
議
会
と
し
て

公
開
の
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

員
を
出
席
停
止
と
す
る
懲
罰
を

科
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
極
め
て
厳
正
さ
を

要
す
る
秘
密
の
保
持
に
つ
い
て

再
度
認
識
を
改
め
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
舞
鶴
市
議
会
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
を
誓
約
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
10
月
17
日

　
　

  

舞
鶴
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　

肝
付　

隆
治

懲
罰
動
議

秘
密
保
持
に
関
す
る

不
適
切
な
事
案
に
つ
い
て

【議決結果】 可…可決、修可…修正可決、否…否決、同…同意、不同…不同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不採…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権、停…出席停止

【会派】鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、新政…新政クラブ議員団、超党…超党・市民ファースト議員団、
        公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。

令和7年第1回臨時会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

※令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第4号）の再議については、
　「さきの議決（10月7日の修正可決との議決）のとおり決すること」に対する賛否の投票。
　特別多数議決の場合は、議長も投票。

議決をした日

小
西
洋
一

10月15日

10月17日

10月17日

10月17日

10月15日

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

停

停

停

停

除

○

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

×

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

共産

小
杉
悦
子

共産

伊
田
悦
子

共産

松
田
弘
幸

公明

杉
島
久
敏

公明

小
谷
繁
雄

公明

上
羽
和
幸

公明

福
本
明
日
香

超党

廣
瀬　

  

昇

超党

西
村
正
之

超党

仲
井
玲
子

超党

高
橋
秀
策

超党

山
本
治
兵
衛

新政

眞
下
弘
明

新政

眞
下
隆
史
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水
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司
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議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
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全
議
案
に
反
対
す
る
。

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
損
害
賠
償
額
の
議
案

資
料
を
確
認
し
、
施
工
協

議
に
よ
り
実
施
し
た
工
事

等
の
未
払
い
に
つ
い
て
、

経
費
や
費
用
の
内
訳
と
支

払
金
額
が
詳
細
に
示
さ
れ

ず
、
委
員
会
審
査
に
支
障

を
来
し
た
。
や
む
な
く
秘

密
会
の
審
査
で
、
工
事
中

の
現
場
経
費
や
社
員
等
従

業
員
給
与
の
中
で
、
給
与

総
額
が
賃
金
台
帳
の
合
計

額
と
異
な
り
、
市
側
の
答

弁
も
曖
昧
で
都
度
答
弁
内

容
が
異
な
っ
て
い
た
。
ま

た
、
当
初
の
説
明
資
料
に

記
載
の
な
か
っ
た
退
職
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
判
明
し
た
。
退
職
金

は
、
間
接
的
損
害
と
し
て

損
害
賠
償
の
支
給
対
象
に

は
な
ら
な
い
と
判
断
し
、

税
金
か
ら
支
払
う
こ
と
は

市
民
の
納
得
が
得
ら
れ
な

い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

後
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料

で
、
社
会
保
険
料
も
支
払

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
審
査
中
に
副
市
長

か
ら
市
側
の
説
明
・
答
弁

に
対
し
て
謝
罪
が
あ
っ
た

対
応
を
み
て
も
、
疑
問
が

残
る
支
払
い
の
一
部
を
認

め
る
こ
と
で
、
不
適
切
な

支
払
い
を
議
会
が
容
認
し

た
と
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う

大
義
を
も
っ
て
反
対
す
る
。

不適切支払いに対し
説明と答弁に不信感

討 論

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

（令和7年第1回臨時会）会期：10月15日～10月17日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

臨
時
会
で
の
市
の
説
明

に
対
し
て
検
討
を
重
ね
た

の
は
、
損
害
賠
償
に
対
す

る
特
例
要
件
を
ど
こ
ま
で

認
め
る
か
で
あ
っ
た
。
経

費
の
積
み
上
げ
に
疑
問
が

残
り
説
明
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
や
、
交
渉
の
過
程

が
確
認
で
き
て
い
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
安
易
に

認
定
で
き
な
い
と
す
る
意

見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

本
件
は
、
市
の
計
画
変
更

に
よ
っ
て
契
約
を
解
除
し

た
こ
と
や
、
６
６
０
０
万

円
も
の
工
事
費
用
を
業
者

が
負
担
し
、
契
約
解
除
か

ら
一
年
半
も
経
過
し
て
い

る
こ
と
。
業
者
と
市
と
の

信
頼
関
係
や
市
内
業
者
の

不
信
感
を
排
除
す
る
こ
と

に
加
え
、
損
害
賠
償
の
協

議
の
結
果
、
市
の
工
事
費

試
算
よ
り
約
６
２
０
万
円

も
減
額
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
総
合
的
に
検
討
し
た

結
果
、
特
例
と
し
て
認
め

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

市
の
執
行
機
関
に
対
し
て
、

議
案
審
査
、
事
業
者
Ｊ
Ｖ

へ
の
支
払
い
等
が
遅
く

な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、

強
く
責
任
を
求
め
、
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
損

害
賠
償
の
経
費
と
し
て
認

定
で
き
る
も
の
と
判
断
し
、

全
議
案
に
賛
成
と
す
る
。

損害賠償の経費として
認定する

討 論討 論

南 　 正 弘
自民党鶴政クラブ議員団

議員名等（会派内は五十音順）

令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第4号）の再議
※特別多数議決（可決には出席議員の３分の２以上の賛成が必要）

損害賠償の額を定めることについて（静渓ポンプ場建設（第21-1）工事の工事請負契約の解除）

令和7年度舞鶴市一般会計補正予算（第4号）

令和7年度舞鶴市下水道事業会計補正予算（第2号）

今西克己議員に対する懲罰動議

議　　案　　名　　等

市
長
提
出
議
案

動議

出
席
者
数（
議
長
を
除
く
）

投
票
者
総
数

賛　
　

成

反　
　

対

棄　
　

権

議
決
結
果

24

23

23

23

23

24

23

23

23

23

12

18

18

18

23

12

5

5

5

0

0

0

0

0

0

否

可

可

可

可

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

尾
関
善
之

鶴政

上
野
修
身

鶴政

市長が、議会の議決に異議がある場合に、議会に対して審議のやり直しを求めることができる制度です。
再議に付された議決は、過半数ではなく、議長も含めた出席議員の３分の２以上が、その議決結果に賛成した場合に確定します。
賛成者が３分の２に満たなかった場合は、改めて原案を審議します。

再議
とは

3 まいづる市議会だよりNo.198

討 論討 論

討論・議案の採決令和7年10月17日の最終本会議において、提案された議案に対して討論・採決をしました。



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

雨
水
処
理
事
業
費
は
、

舞
鶴
市
と
受
注
業
者
の
施

工
協
議
に
基
づ
き
実
施
し

た
工
事
や
経
費
に
つ
い
て
、

未
払
い
と
な
っ
て
い
る
工

事
費
を
支
払
う
も
の
で
あ

る
。
先
に
契
約
を
解
除
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
損
害

賠
償
の
中
で
、
す
で
に
受

注
業
者
に
お
い
て
施
工
し

て
い
た
だ
い
た
分
を
支
払

う
も
の
で
、
早
期
の
支
払

い
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

前
回
行
わ
れ
た
分
科
会
の

秘
密
会
に
お
い
て
詳
細
を

確
認
し
、
そ
の
妥
当
性
も

理
解
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
が
積
算
し
た
約
７

３
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
は
じ
め
、
そ
の
根

拠
を
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
金
額
を
基
準

と
し
て
、
受
注
業
者
と
協

議
を
行
い
６
６
７
６
万
円
ま

で
減
額
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
工
事
費
の
総
額
と
し

て
適
当
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
先
の
予
算
決
算
委
員

会
に
お
い
て
も
多
く
の
質

疑
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
内

容
を
覆
す
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
当
該
損
害
賠
償

に
係
る
支
払
い
を
速
や
か

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

賠償額の詳細を確認、
妥当性において理解

討 論討 論

杉 島 久 敏
公明党議員団

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

提
案
さ
れ
た
３
議
案
は

い
ず
れ
も
、
静
渓
ポ
ン
プ

場
建
設
工
事
の
工
事
請
負

契
約
解
除
に
関
す
る
も
の

で
、
当
該
土
木
工
事
に
お

い
て
は
、
令
和
３
年
度
の

発
注
後
、
増
額
変
更
を
繰

り
返
す
の
み
で
工
事
の
進

捗
が
図
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
令
和
６
年
度

に
任
意
解
除
権
に
基
づ
き

契
約
解
除
し
た
こ
と
か
ら
、

損
害
賠
償
の
う
ち
、
逸
失

利
益
分
を
除
く
施
工
協
議

に
よ
り
実
施
し
た
未
払
い

の
工
事
費
分
を
追
加
計
上

す
る
も
の
。
提
出
さ
れ
た

資
料
を
厳
正
に
審
査
し
た

結
果
、
妥
当
と
判
断
し
た
。

　

市
の
契
約
解
除
か
ら
１

年
半
以
上
経
過
し
て
い
る
。

工
事
施
工
業
者
で
あ
る
Ｊ

Ｖ
３
社
は
、
す
で
に
施
工

し
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
市

外
も
含
め
、
中
小
受
託
業

者
や
資
材
調
達
先
に
支
払

い
を
終
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
多
額
の
欠
損
が
生
じ

る
こ
と
に
な
る
。
損
害
賠

償
未
払
い
期
間
が
さ
ら
に

延
長
さ
れ
れ
ば
、
法
人
の

資
金
繰
り
や
今
後
の
事
業

継
続
な
ど
会
社
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。
損
害
賠

償
額
の
問
題
を
こ
れ
以
上

長
引
か
せ
る
こ
と
は
議
会

と
し
て
適
切
で
な
い
と
判

断
し
、
賛
成
す
る
。

資料厳正に審査
結果妥当と判断し賛成

討 論討 論

伊 田 悦 子
日本共産党議員団

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
４
号
、
令
和

７
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
第
２
号
、
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
静
渓
ポ
ン
プ

場
建
設
（
第
21―

１
）
工
事

の
工
事
請
負
契
約
の
解

除
）
の
全
て
の
議
案
に
賛

成
す
る
。
静
渓
ポ
ン
プ
場

に
係
る
損
害
賠
償
は
、
国

土
交
通
省
の
工
事
休
止
期

間
中
の
支
払
い
を
定
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
算

出
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
と
、

何
度
も
ご
説
明
い
た
だ
い

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
変
更

契
約
に
て
速
や
か
に
支
払

う
べ
き
金
額
で
あ
っ
た
も

の
が
、
任
意
解
除
に
よ
り
、

損
害
賠
償
と
し
て
支
払
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
会
社

経
営
に
関
わ
る
経
費
で
は

な
く
、
現
場
に
直
接
関
係

し
、
実
質
損
害
が
発
生
し

て
い
る
経
費
で
あ
る
。
工

事
中
止
期
間
に
発
生
し
て

い
る
現
場
管
理
経
費
を
含

め
た
実
質
工
事
に
係
る
経

費
は
、
実
質
的
損
害
に
照

ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

を
根
拠
に
認
め
ら
れ
て
い

る
。
当
然
、
損
害
金
額
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な

損
害
賠
償
額
と
し
て
認
め
、

速
や
か
に
支
払
わ
れ
る
よ

う
求
め
、
賛
成
す
る
。

当該企業体に
早急な支払いを

討 論討 論

福 本 明日香
超党・市民ファースト議員団

工
事
費
の
総
額
と
し
て
適
当
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